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CATV局インフラ（光ケーブル）

送信局A 送信局B

コンテンツ（総合編成）

・コミュニティ番組
・災害情報

・観光情報（秋祭りLiVE配信等）
・行政情報（広報チャンネル）
・地元ミニコミ誌連動放送

・ローカル民放放送枠コンテンツ

＜映像・データ放送＞
・災害情報

・観光情報
・行政情報
・交通情報

・コミュニティ情報
・地域スポーツ・祭り中継

・商店街情報
・イベント情報等

カーナビ等で視聴
携帯電話

ワンセグ専用端末
コミュニティバス

デジタルサイネージ

CATV局

ワンセグ放送

フルセグ放送

地域ワンセグサービスイメージ

RF伝送 IP伝送

エンコーダ

変調器

送信機

RF伝送

サーバ

コンテンツ

・広報チャンネル
・議会中継

・観光情報
・新居浜市メルマガ(*)

IP伝送

送信機 送信機

IP伝送
送信局C

フルセグ受信

離島・難視聴（共聴エリア）
ギャップフィラーとの組み合わせ

新居浜市

株式会社ハートネットワークのシステム概要

サービスエリア：愛媛県新居浜市全域、西条市の一部
対象世帯数：69,965世帯
ケーブルテレビ接続世帯数：28,000世帯
WiMAX接続世帯数：2,000世帯
自主制作チャンネル：アナログ4チャンネル

デジタル4チャンネル
（内2チャンネルHD放送）

（平成22年8月現在）

愛媛県新居浜市

人口：125,332人
世帯数：56,063世帯
面積：234.30ｋ㎡

新居浜市役所（予定） ショッピングモール

コンテンツ

・商店お得情報
・広告

・クーポン配信
・天気予報
・イベント情報等

JR新居浜駅
（ハートネットワーク本社）

(*)新居浜市メルマガ
新居浜市が登録者にメールで
配信する情報
防災・災害・防犯・不審者・
健康・子育て・イベント・観光
市議会等の情報
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ホワイトスペース
先行特区事業者

日本ケーブルテレビ連盟

（株式会社 ハートネットワーク）

総務省

・特区におけるルールつくり

・チャンネルスペースマップの策定

・技術基準の策定 等

放送事業者

メーカ

電気通信事業者 関係省庁

サービス事業者推進会議・混信防止に関する調整・検討

・普及啓蒙活動の実施

・各地域における活用のニーズ発掘

ホワイトスペース推進会議

・技術基準策定に対する要望

・技術基準策定に対するデータ提出などの支援

・コンテンツ相互利用など

・技術情報交換

定期報告
・サービス利用状況
・ビジネスモデル検証結果
・技術的課題（干渉など） 等

※ケーブルテレビ事業者として共用の場として利用

技術支援など

ホワイトスペース先行特区における体制ならびにスケジュールについて

データフィードバック

オペレータ ベンダー等

ケーブルテレビ無線利活用促進協議会 日本ケーブルテレビ連盟

オペレータ ベンダー等

・コンテンツの提供

・技術面、運用面などの支援
・活用ニーズ発掘
・共同研究の提案
・技術データ支援
・新サービスの提案
・各事業者への普及活動 等

新居浜市地域エリアワンセグ
推進協議会（仮称）

新居浜市、商工会議所、観光協会、
商店街連盟、四国総合通信局、高専、
ローカル民放、メーカー等で構成

・地元ならではの活用ニーズ発掘
・地元各コンテンツの提供
・市民ニーズ、利用動向調査
・コンテンツ提供者効果調査
・制度、技術、運用支援
・災害告知実験支援 等

実証実験の全面的なバックアップ

＜スケジュール＞

準備期間

３カ月

・基地局の設置（３か所）

・各基地局から情報配信
・ＢＭＬ技術者等の雇用及

び教育開始

ステップ１（開始～１８カ月） ステップ２（１９カ月～２４カ月）

・収益モデルの確立

・地域企業の情報配信開始
・サービスプラットホーム事業

準備

・主用地区への基地局展開

・サービスプラットホーム事業
会社設立、事業開始

ステップ３（２５カ月～）
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地域ワンセグ放送の実験イメージ
○実験を通じ、特に確認したい事項

①技術基準の策定（混信や干渉が起きないような仕組み作り）

②安価な送信システムの開発（ギャップフィラーの活用など）

③地域ワンセグ放送を活用したデジタルサイネージ(例えば 電子掲示板）等の開発

【技術開発関連】

【調査関連】

【運用関連】

①ワンセグ受信できる携帯電話の機能具備などに関する対応調査、及び調査を踏まえた対応

②モニターを募集し、お客様が要望する情報内容、配信周期、放送時間など

１ｓｔ ＳＴＥＰ

モニター数
１００～５００人

①利用したいコンテンツ
②放送時間（何分）
③利用シーン
④使い勝手 等

コンテンツ提供者

２ｎｄ ＳＴＥＰ

・モニター１００～５００人程度で開始し、お客様の利用動向の確認
・地域協議会参加団体からのコンテンツ提案・提供及び開発
・お客様の利用動向を見つつ、徐々にコンテンツを拡大
・混信、干渉の調査及び技術基準の策定

アンケート

反 映

①ビジネスモデルの検討（広告収入モデルや加入者負担などのモデル検討、プラットフォームの検討など）

③混信や干渉が生じた場合の既存放送事業者とのルール作り

②地方自治体を中心とする地元コンテンツ提供者の募集、参加及びその評価の検証

⑥ワンセグ携帯を利用しているお客さまへの普及促進のＰＲ方法

④ケーブルテレビ事業者が保有する地域コンテンツの複数メディアへの共用利用の実証

⑤クーポン利用やポイントシステム等を含めた付加的サービスの実証

・１ｓｔ ＳＴＥＰは引き続き実施
・２ｎｄ ＳＴＥＰでは、コンテンツ提供者の意見集約（推進協議会）
・ビジネスモデルの検討

ビジネスモデル
の確立

推進協議会

コンテンツ提供者の
意見集約
・実験の効果
・利用者の反応

・媒体としての価値
・新たなサービス提案
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